『シンドバード物語』所収話の泉源(2) by 西村 正身
15
『シンドバード物語』所収話の泉源（２）
西　村　正　身
　前稿に引き続き、同じ方針に従って『シンドバード物語』所収話の泉源を探っていく。
番号は前稿からの通し番号を振る。
11）「駱駝camelus」Ｓ－２
　この物語はペルシア語広本にしかみられず、散文版・韻文版ともにシンドバードが語る
第２話である。「狐と猿vulpes et simia」（前稿参照）を物語ったあと、あなたこそ最高の
賢者だと褒め称えられたシンドバードが、あなたたちより優れていると言うつもりはない
が、劣ってはいないということは言っておきたいし、あの駱駝のように振舞いたいと前置
きして語る物語である。ペルシア語版からの翻訳で紹介しよう。
シンドバードが語る第２話　　狼と狐と駱駝の物語
　遙か昔のことだそうですが、狼と狐と駱駝が仲良くいっしょに道を歩いていました。
旅をしていたのです。手元の食料はと言えば、丸いパンしかありませんでした。しばら
く歩いていると、道はきついし、旅は辛いしで、焼けるような喉の渇きと空腹に襲われ
て、水辺にすわり込んでしまいました。３匹はパンを巡って敵対し、口論を始め、誰も
が自分の功績について説明をした挙句、やっとのことで最年長の者がパンを食べること
に決まりました。狼が言いました、「至高なる神がこの世界を創る７日前に、おれの母
親がおれを産んだんだ」。狐が言いました、「それは本当のことだ。おれはその晩、その
場にいて、お前をランプで照らしてやったんだからな。お前のお袋さんの手助けをして
やったのさ」。駱駝は狼と狐がたいそうなことを話しているのを聞くと、長い首を伸ば
してパンをくわえるや、こう言いました、「おれを見れば誰だって、おれが夕べお袋か
ら生まれたわけでもないし、君たちよりおれのほうが年上で、世間のことをよく知って
いるということが分かるだろう」。
　これより新しい類話はいくつか指摘できる。いずれも13世紀のものである。ルーミ 『ーマ
スナヴィー』Ⅵ.2457ff.（一頭分の草束を見つけた羊と牛と駱駝。羊が、最年長のものが食
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うことにしようと提案。羊は、イシュマエルが子羊を生け贄にしたときに草を食んでいた
と言う。おれはアダムが使っていた二頭の牡牛のうちの一頭だと牛が言う。駱駝はひと言
も言わずに草を食って、いつ生まれたかなんて言う必要はない、おれは体がでかいし、首
も長い、ほかの証明はいらないと言う）と、バール・ヘブラエウス『笑話集』372（狼と
狐と兎が子羊を見つけて、「おれたちの中で最年長のものがこいつを食うことにしよう」
と決め、まず兎が発言する、「おれは神さまが天と地を創る前に生まれたんだ」。次に狐が
言う、「確かにその通りだ、だっておれはお前が生まれるとき、その場にいたんだからな」。
すると狼が子羊を奪い取って、「おれの体格と力がお前たちより年上だという証拠だ」と
言って、子羊を食ってしまう。兎の存在が何とも奇妙な話ではある）である。この２話よ
り古い類話はまだ見出されていない。
　しかし、この物語の原型と発展型はすでに19世紀の末にＷ・Ａ・クラウストン（Sindibad, 
pp. 217-222; Popular Tales …, pp. 317-324 ‘The three travellers and the loaf’）によって
指摘されている。クラウストンの主旨に沿って紹介しよう。クラウストンがこの「駱駝
camelus」の原話としている南方系のパーリ語ヴィナヤ・ピタカ（律蔵）のクッラヴァッ
ガ（小品）所収の物語（南伝大蔵経、律蔵四、小品、第六臥座具犍度、第二誦品、六〔第
一座、第一水、第一食〕一三、pp. 246-247〔原文p. 161f.〕）であるが、ここでは北方系の
例を挙げよう。『大智度論』巻12（大正蔵25、146c；Julien, Contes et Apologues Indiens,  
No. 77）がそれである。
　迦
カ ピ ン ジ ャ ラ
頻闍羅鳥（キジに似たシャコの一種）に２人の親友がいる。大象と猿である。一緒
に必
ピ ッ パ ラ
鉢羅樹の下にとどまり、だれが一番年長なのかと尋ね合う。象が、むかしこの木が
私の腹の下にあったのを見たから、私が年長であるにちがいないと言う。すると猿が、
私は地面にうずくまってこの木の頭を引っぱったことがあるから、私のほうが年長だと
言う。すると鳥が、私は必鉢羅樹の林のなかで、この木の果実を食べた、その種子が
私の糞と一緒に落ちて、この木が生えたのだから、私が年長であるにちがいないと言う。
鳥は言葉を続けて、先に生まれたものを尊敬して、これから供養しようと言う。すぐに
大象は背なかに猿を背負い、鳥はその猿の上に乗って進んで行く。
　パーリ語のヴィナヤ・ピタカでは鳥が沙鶏（原文では叕＋鳥で「たつ」）、樹が尼拘律樹
とされているほかは大きな違いはない。『大智度論』は龍樹（西暦250年頃没）の著作を鳩
摩羅什（413年没）が翻訳したものである。年長者を敬うというこの説話はたいへん有名
で、『大智度論』のほか『出曜経』巻14（大正蔵４、686a。頻闍羅鳥、獼猴、象）、『十誦律』
巻34（大正蔵23、242b。叕＋鳥、獼猴、象）、『五分律』巻17（大正蔵22、121a。雉、獼猴、象）、
『僧祇律』巻27（大正蔵22、446a~b。巓多鳥、獼猴、象）、『四分律』巻50（940a。十誦律
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と同じ。Chavannes, No. 481）、『ジャータカ』37「シャコ前生物語」（シャコ、猿、象）、『大
唐西域記』巻７（大正蔵51、906a。鳥、獼猴、象）、シーフナー『チベットの物語』24（シャ
コ、兎、猿、象）などにも見られる。少し変化したものが『ラーマーヤナ』７・72（M.N. 
Duttの英訳による）にもあり、ハゲワシが梟の巣を奪おうとして言い掛かりをつけ、ラー
マが両者にいつごろからその巣に住んでいるのかを語らせて裁定するという話になってい
る。
　仏教説話として年長者を敬うという意味を付与されたこの説話は、もともとは年長者を
敬うという内容ではなく、残された食べ物を誰が食べるかを巡っての知恵比べ、あるいは
少し意地悪く見れば、あとから言った者の勝ちといった内容の昔話であったと思われる。
今世界各地に伝わる昔話はそのほとんどがそうした内容のものであり、最後に発言したも
のが目的のものを手に入れている。「駱駝camelus」はそうした、あとから言った者の勝
ちという内容と同時に、駱駝の狡猾さをも描き出している。この物語を「駱駝camelus」
に書き替えたのが誰であるのかは分からないし、他の物語集にも見当たらないが、昔話か
らそう遠くにあるものではない。あるいは「シンドバード物語」祖本の作者が書き替えた
のかもしれない。
　シンドバードがこの物語を語り終えると、他の教育係候補者たちは再びシンドバードの
叡智を称賛し、王子の教育係として適任であると決して王に告げる。かくしてシンドバー
ドは教育係を引き受けることになる。
　この「駱駝camelus」を読んで、別の物語を思い浮かべる読者もいるかもしれない。ペ
トルス･アルフォンシ『知恵の教えDisciplina Clericalis』例話19「２人の市民と農夫」で
ある（ATU 1626）。拙訳より要約する。
　２人の市民と１人の農夫がメッカへ巡礼に行くが、メッカの近くまで来たときに食料
が尽きてしまい、もはやたった１個の、それも小さなパンを作れるだけの小麦粉しか残っ
ていない。そのことに気づいた２人の市民は、あいつの分のパンをどうやったら取り上
げられるかを考えて、おれたちだけで食っちまおう、と相談する。そして、パンを作っ
て焼いている間にひと眠りし、誰でもいいからいちばん不思議な夢を見た者がひとりで
パンを食べることにしようと決める。農夫なんて者は血の巡りが悪いに決まっているか
らこういう嘘をたやすく信じるだろうと思ったのだ。
　３人はパンを作り、それを火に入れ、横になって眠る。ところが農夫は彼らの策略を
見破って、仲間が眠っている間に、火の中からまだ生焼けのパンを取り出して食べてし
まい、それからまた横になる。すると市民のうちのひとりが、夢に驚いたかのようにし
て目を覚まし、仲間に声をかけて、２人の天使がおれの手を取って神さまの前に連れ
ていってくれた夢を見たと言う。もう１人も、おれのほうは、２人の天使に地獄へ連れ
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ていかれる夢を見たぞと言う。農夫は、２人の話にしっかりと聞き耳を立てながら、狸
寝入りをしている。２人が農夫を起こそうと声をかけると、農夫は抜け目なく、２人の
天使がお前さんたちのひとりを捕まえて天国の神さまの前に連れて行き、もうひとりを
ほかの２人の天使が捕まえて地獄へ連れてく夢を見たもんだから、２人とも当分の間は
戻って来ないと思って、起きてパンを食っちまった、と言う。
　この物語でも、先にパンを食べてしまっているとはいえ、やはりあとから言った者が
勝ちで、愚かだと思われた農夫のほうが一枚上手であるとされている。駱駝の狡猾さが
農夫の抜け目なさに置きかえられているわけである。「駱駝camelus」は先に挙げたルー
ミーやバール・ヘブラエウスのものやシュヴァルツバウム『ユダヤと世界のフォークロワ』
No. 501（狼、狐、駱駝。パンをめぐる）とともに、仏教説話とこの「２人の市民と農夫」
の中間段階のものと見ていい。
　いつ、どこで動物が人に変更されて「２人の市民と農夫」が生まれたのかは分からないが、
ここに見られる天国と地獄へ行く夢のモチーフはブハーリー（869-70年没）『ハディース』
に見られる。２人の天使に天国や地獄に連れて行かれた夢を見た男の話である（「夜の礼
拝」２、「葬礼の書」93、「預言者の教友達の美点」19、「巡礼の書」76）。「２人の市民と
農夫」に見られるこのモチーフはこのあたりに泉源がありそうである。ペトルス・アルフォ
ンシは素材を「一部はアラビア人たちの格言や訓戒、物語や詩から、一部は動物や鳥の寓
話から採って編んだ」と記しているが、「２人の市民と農夫」の直接の典拠は不明である。
この物語は『知恵の教え』を通してヨーロッパに伝播し、シュタインヘーヴェル『イソッ
プ寓話』（1480年頃）を経て、『伊曾保物語』（16世紀末）上16「イソポと二人の侍、夢物
語の事」に伝わっている。山形県で採集された「夢と餅」（武田正『雪女房』所収）はこ
れが民話として語られるようになったものであろうか。インドの民話に「２人の市民と農
夫」型の類話が２つ（ラーマーヌジャン『インドの民話』所収「夢の饗宴」と長弘毅『語
りつぐ人びと＊インドの民話』所収「すばらしい夢」）あるが、インドで生まれたものな
のか、アラブから伝わったものなのかは分からない。ATU 80A*, 1626.　シュヴァルツバ
ウム、№501 (pp. 358f.).『知恵の教え』310-312ページ。
　この物語と関連のありそうな話が『宝物集』巻２に、譬喩経に説かれているとして記さ
れている。『新日本古典文学大系』40から引用させていただく。
　仏、譬喩経の中に説きてのたまはく、「たとへば人二人道をゆくに、一人があらまし
ごとにいふやう、『たゞいま、餅を三もとめたらんに、いかにして』といへば、いま一
人がいふ、『一つづゞくひて、今一つをば中よりわりてこそくはめ』といへば、今一人
がいふ、『もとめたらん人こそ二つくはめ』といへば、『おなじきやうにこそくはめ』と
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いさかひ論ずる也」。
　出典は未詳であるとのこと。ここまでしか書かれていないので、このあとどのような展
開になるのかが分からない。買って来た者が２つ食うのか、平等に分けるのかのどちらか
に決着するのであろうが、年上の者が２つ食うという展開も考えられるし、よほどの空腹
に責めさいなまれている状況だとすれば、『旧雑譬喩経』24「道端の大金を巡る殺し合い」（大
正蔵４、515a。見つけた大金が問題になっている）に見られるように、平等に分ける振り
をして互いに殺し合うということもあるであろう。伝存する譬喩経のなかには『旧雑譬喩
経』以外には該当しそうな説話はなさそうである。譬喩経に仮託された創作かもしれない
し、ひょっとしたら民話「夢と餅」とも係わりがあるのかもしれない。
12）「猟犬canis」３Ｖ－１
　これはペルシア語版で、３日目に第３の大臣の語る第１話である。ギリシア語版では５
日目に第５の大臣の語る第１話になっている。ペルシア語版から要約しよう。
　兵士に美しい妻がいるが、妻は息子を産んで亡くなってしまう。夫は妻を哀惜しな
がら日々を過ごすが、息子を育てるために乳母を迎える。兵士には猫がおり、妻が
亡くなってからその猫は揺りかごのそばを離れない。兵士も乳母も外出していたあ
る日、一匹の蛇が赤ん坊のほうに向かっていく。猫は蛇と闘い、首を引き裂き、頭を
ずたずたにして殺す。主人が戻って来ると猫は乾いた血を毛につけたまま出迎えに行
き、脚に体をこすりつけて、命がけの大手柄に御褒美がもらえるのを期待する。猫の
口が血まみれになっていることに気づいた男は、猫が息子を噛み殺したのだと思い込
んでしまい、棒を拾い上げるやその場で叩き殺してしまう。息子のもとに駆けつけた
男は、血の海の中で死んでいる蛇と揺りかごですやすや眠る息子を目にして過ちに気
づき、悔恨の涙を流し、軽率な振舞いを悔いる。
　ペルシア語版では妻はすでに亡くなっていて、代わりに乳母がおり、父と乳母は単に外
出していたとされているのに対し、ギリシア語版では妻は健在で、子供を夫に託して実家
に行く。王から呼び出された兵士は、赤ん坊を守るよう犬に言いつけて宮殿に向かう。帰
宅して、口が血に染まった犬を見た兵士は、剣を抜いて斬り殺してしまうというふうになっ
ている。わずかな違いではあるが、伝承経路を確認するうえでは重要な違いであると言える。
　ペルシア語版と同じ特徴を持つ「猟犬canis」はまだ見つかっていない。ギリシア語版
と本質的に同じ特徴を持つ物語は『パンチャタントラ』小本５・２「マングースを殺した
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女」（900-1100年）、広本５・１「婆羅門女と忠義な猫鼬の話」（プールナバドラ、1199年）、
『ヒトーパデーシャ』４・７（900-950年）、ソーマデーヴァ『カター・サリット・サーガラ』
第64章（11世紀）にも含まれているが、今指摘すべきは、それよりも古い類話である。年
代がほぼ確認できる最古の類話は、現存する諸版のうち『パンチャタントラ』の祖本にもっ
とも近いと考えられている『タントラ・アーキヤーイカ』（300年頃）５で語られる次のよ
うな物語である。
　バラモン夫婦に子供ができる。まだ生まれぬうちから夫があれこれ将来のことを夢
想するので、妻は「獲らぬ狸の皮算用」に当たる物語をして夫を諌める。時満ちて男
の子が生まれる。５日後、妻は赤ん坊を夫に託して、身体を清めに川へ行く。子守り
をするバラモンのもとへ、聖典の読誦を頼みに王妃からの使いが来る。お布施欲しさ
にバラモンは赤ん坊の番を、飼っているイタチにさせて、出かける。毒蛇が赤ん坊に
近づくのを見たイタチは蛇に襲いかかり、ずたずたにする。そのときバラモンが帰っ
て来る。イタチは口も足も血だらけにしたまま、大喜びで主人を出迎えに行く。赤ん
坊を食い殺したと思い込んだバラモンは棒でイタチを叩き殺してしまう。家の中に
入って行くと、すやすや眠る赤ん坊のそばに引き裂かれた毒蛇が横たわっている。妻
も帰宅し、泣きくずれているバラモンから事情を聞き、何事もよく考えたうえでしな
くてはいけないと諭し、よく考えもせず人真似をして３人のバラモンを叩き殺してし
まった床屋の物語をする。
　この物語は「猟犬canis」を枠物語として、別の２話を含んだ構成となっている。『パンチャ
タントラ』の古い一伝本が西に伝わり、失われたパハラヴィー語（中世ペルシア語）訳本
を経て、570年頃、シリア語に訳されている。ふつうシリア語旧訳『カリーラとディムナ』
（あるいは『カリラグとダムナグ』）と呼ばれるもので、上記『タントラ・アーキヤーイカ』
の類話から最後の床屋の物語を除いた形で、第４章を構成している。同じ構成の話が別の
伝本から訳されたアラビア語版『カリーラとディムナ』（750年頃）の第６章で語られてい
る。『カリーラとディムナ』の伝承のほうが、現存『パンチャタントラ』の伝承より古い
形のものを伝えていると言える。『パンチャタントラ』では小本、広本とも巻５の冒頭で
床屋の物語に本話の類話が続くという構成になっているのである。西に伝わった古い『パ
ンチャタントラ』（少なくとも２伝本）は今は失われてしまっているので確かめようはな
いが、「シンドバード物語」小本を編纂したムーサーが「猟犬canis」を『カリーラとディ
ムナ』から小本に採り入れたものと考えられる。ほぼ同じ話であるならパハラヴィー語で
書かれている広本から訳すよりも、（わずかな違いには目をつむって）すでに存在してい
るアラビア語版『カリーラとディムナ』から借りるほうが楽だからである。
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　ギリシア語版「猟犬canis」と同じ系統の類話の間にはあまり大きな変化はないのだが、
現存する『パンチャタントラ』（小本、広本とも）よりも年代的に確実に古い、しかも同
じ類話がもうひとつあるので紹介しておこう。『摩訶僧祇律』巻３（大正蔵22, 243b-244a。
420年頃の漢訳。Chavannes, No. 348。ヴィンテルニッツ／中野義照訳『インドの純文学』
299ページ）にあるもので、仏陀が瓶沙王（ビンビサーラ王）の過去世について語る話の
ひとつである。
　貧しいバラモン夫婦がいる。子供はまだいないが、牝のナクラ（マングースあるい
はイタチ）がいて、一匹の子を産む。バラモンはその子をわが子のようにかわいがり、
ナクラの子もバラモンを父親のように思っている。バラモンは貰ってきた乳酪（チー
ズやバター）や肉を与える。その後、バラモンにも子供が生まれ、ナクラがいい子を
産んだので、私にも子供が生まれたのだと思う。バラモンは妻に、「外出するときは
必ず子供を連れて行くように」と言って、乞
こつじき
食に出かける。ところが妻は子供を置い
て隣家に臼を借りに行ってしまう。子供から酥
そ ら く
酪（ミルクを煮たり発酵させたりし
たもの）の匂いがしていたので毒蛇が寄って来る。ナクラの子は、「父も母もいない、
毒蛇が弟を殺そうとしている」と思い、蛇に襲いかかって７つに食い千切り、「この
ことを父母が知ったら、さぞかし誉めてくれることだろう」と思って、口を血まみれ
にしたまま門のところで父母の帰りを待つ。帰宅の途についていたバラモンは外にい
る妻を見て、子供を連れていないことを叱りながら、２人して家に向かう。門で出迎
えるナクラの子を見た彼は、子供を喰ったに違いないと思い込み、杖で叩き殺してし
まう。門内に入ると、庭で子供が指をしゃぶりながら戯れており、そばにバラバラに
なった毒蛇の死骸がある。激しい後悔の念に駆られて倒れると、空中から、よく調べ
もせずに怒りに駆られて行動してはいけない、という声が聞こえてくる。
　この物語は『経律異相』（516年）28・９「瓶沙王有四種畏」（大正蔵53、153c）にも採
られている。南方熊楠も『十二支考』「犬に関する伝説」１の末尾で紹介している（『摩
訶僧祇律』の少し前で触れている「一三七四年筆する所、ペルシャの『シンジバッド』
十七」は、ペルシア語韻文版『シンドバード物語』のことであるが、該当話はその第11話、
３Ｖ－１である）。本話「猟犬canis」は東洋系「シンドバード物語」と西洋系「七賢人物語」
に共通して含まれる４つの所収話のうちのひとつである。ATU 178A。
　『ジャータカ』165「イタチと蛇前生物語」の背後に「猟犬canis」があるのかどうかは、
判断に難しいところである。
　西洋にも似た話がある。２世紀後半のパウサニアス『ギリシア案内記』（10.33.9-10）に
記される話である。パルナソスの北にあるアンフィクレイアの地元民が伝える話であると
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いう。
　ある有力者が、自分の幼い息子に対して政敵が危害を加えるのではないかと疑って、
息子を容器に入れ、安全だと思われる場所に隠す。一頭の狼がその子を狙ってやっ
て来るが、一匹の蛇が容器を取り巻いて見張りをしている。そこへ帰って来た父親
は、蛇が息子を狙っているものと思い、槍を投げつけ、蛇とともに息子も殺してしま
う。牧人から真実を聞いた彼は、蛇と息子に共同の火葬を営む。アンフィクレイア市
はその蛇にちなんでオフィテイア（蛇の町）と呼ばれていたという。
　蛇がなぜ子供の見張りをするのかは分からず、蛇とともに子供も殺してしまうなど、必
ずしも同じ話とはいえないが、似ているとは言えよう。ただ、「猟犬canis」とは関係なく
成立した話であろうと思う。
13）「蜂蜜mel」Ｃ－４
　ペルシア語版では５日目に愛妾の語る第４話である。要約する。
　見事に仕込まれた猟犬を持つ猟師が、ある日、山の洞窟の前の岩の裂け目に蜜蜂の
巣を見つける。これを少しずつ採って売れば安定した生活が得られると思った猟師は、
革袋に蜂蜜を満たして麓の村の食料雑貨商に持ち込む。価を決めるためにそれを天秤
に載せたとき、ひと滴の蜂蜜が地面に落ちる。商人が飼っているイタチがそれをなめ
ようと寄って来る。それを見た猟犬がイタチに襲いかかって殺してしまう。怒りに燃
えた商人が石を投げつけて犬を殺す。それを見た猟師は偃月刀を抜いて、商人の手を
斬り落としてしまう。バザールの商人たちがそれを見て、皆で猟師を叩き殺す。知ら
せを受けた総督が群衆を鎮めるために兵士たちを派遣する。２つのグループに分かれ
た暴徒たちに兵士が加わって虐殺に発展し、７千人の命を犠牲にして終わる。
　ギリシア語版では、３日目に第３の大臣の語る第１話である。品質を確かめるために商
人が蜂蜜を取り出そうとしたときにひと滴が落ち、そこに蜜蜂が飛んでくる。それに商人
のイタチが飛びかかり、そのイタチに猟犬が飛びかかって噛み殺してしまう。商人が猟犬
を叩き殺すと、猟師が棍棒で商人に襲いかかり、激しい喧嘩が始まる。それぞれの属する
町の住民たちが乱闘に加わり、互に剣の餌食になる。
　ペルシア語版とは（つまり広本と小本とで）語り手が異なる唯一の物語で、愛妾の立場
からは男（王子）の軽率な行動によって仲間（王）の破滅を招くことになることを、また
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大臣の立場からは男（王）の軽率な行動によって住民（王子）を失うことになることを語
ろうとしているのであろう。どちらの立場からも利用できる物語であると言える。
　この物語は、ささいなことから惨事が生じることをモチーフとしている。そうしたモチー
フを持つ最も古い話は、紀元前235年の『呂氏春秋』巻16「先識覧」６「察微」のなかで
語られている。楚の卑梁という村が呉との国境にあり、両国の娘が国境で桑摘みをしてい
るとき、呉の娘が卑梁の娘に怪我をさせてしまう。卑梁の村人が呉の村に文句を言いに行
くが、その応対が無礼であったので、呉の村人を殺してしまう。呉の村人が報復して犯
人一家を皆殺しにすると、卑梁では兵を挙げて呉の村を攻め、村人を皆殺しにしてしまう。
それを知った呉王も挙兵し、卑梁を全滅させる。これが呉と楚の度重なる戦争の発端であ
るという話である。おそらく史実なのであろう、司馬遷『史記』「呉太伯世家第一」にも
簡略な記載がある。『ジャータカ』536「クナーラ前生物語」は水が原因の戦いと頭当てが
原因の戦いを記す。西洋ではアイリアノス『動物の特性について』11・27（200年頃）に、
トロイア戦争の原因がヘレネーにあったこと、ペルシアがギリシアに戦争を仕掛けたのは
ダリウスの妻アトッサがアテナイの女を侍女に望んだのが原因であること、マグネシアと
エフェソスの戦争はイナゴが、エジプトのテーバイとローマの戦争は犬がそれぞれ原因で
あったことを記しているが、詳細は語られていない。同じアイリアノスは『ギリシア奇談
集』11・６「ある姦夫の話」で、テスピアイの話として、捕えられて曳かれていく姦夫を
友人たちが奪い返したことが発端となって内乱となり、多数の死者が出たことを記してい
る。南方熊楠は『十二支考』「犬に関する伝説」３の末尾で、講談で語られる白井権八の
人殺しやダンテが巻き込まれたゲルフ党とギベリン党の内乱の発端が犬の喧嘩であったこ
と、越前朝倉家の骨肉の殺し合いの原因が相撲であったことを『醒睡笑』１・41「越前に
物切れ二つ」を引いて触れている。
　これらは実際に起こったことをも含めて記していると思われるが、もちろん「蜂蜜
mel」の類話とは言えないであろう。しかし、どこでも起こりそうなことであるので、「蜂
蜜mel」にもあるいはその中核に何らかの事件があったのかもしれないと推測させる。そ
うした事件を記したものかどうかは分からないが、６～７世紀のジャイナ教徒ジナダーサ
の『アーヴァシュヤカ・チュールニ』の中（ĀvC II, 197.8-200.10の内）にダルマゴーシャ（バ
フシュルタ）にまつわる話として、彼が施しを求めてある家を訪れるとバターと蜂蜜をか
けたミルク・ライスが出されたが、言い争いとなり（理由は記されていない）、一滴の血
がライスに落ちたので、彼はそれを食べようとしない。すると蠅がライスに止まり、飼わ
れていたカッコウがその蠅を捕まえようとし、猫がカッコウを追い、隣人の犬が猫を追い、
その家の飼い犬がその犬を追いかけて、やがて争いが始まり、大喧嘩となったということ
を記している。蜂蜜が登場し、蜂蜜ではないがともかく一滴が落ち、その一滴が落ちたラ
イスに止まる蠅に始まって猫や犬といった動物も絡むささいな事が連鎖的に起き、やがて
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大事件に発展するという展開は、限りなく「蜂蜜mel」に近づいていると言っていいであ
ろう。「蜂蜜mel」が生まれたのはインドあるいはペルシアの地であると考えてよさそう
である。「シンドバード物語」祖本の作者の可能性もある。ATU 2036.
14）「アンクレットannuli」５Ｖ－２
　この物語はペルシア語広本にしかない。５日目に第５の大臣が語る第２話である。
　カーブルの郊外の町アーモルの近くに敬虔で実直な農夫がおり、男に媚びを売る奥
さんがいる。ある日、夫が留守のとき、背の高い魅力的な若者が言い寄って来る。テ
ラスにいた奥さんは頭を振り、両手を襟元と耳と胸のところで軽く動かして家の中に
入る。若者はその意味が分からず、ある老婆に会いに行くと、成熟した胸をした女
奴隷を寄こしてくれという意味だと謎解きをしてくれる。若者が伝言を託して女奴隷
を送ると奥さんは怒り、奴隷をののしり、その顔を黒く塗り、葡萄園の灌漑水路から
追い出す。再び老婆に相談すると老婆は、暗くなったら水路を通って来てくれという
意味だと説き明かす。若者が出かけていくと、女は水辺に寝床を設け、２人はそこで
楽しむ。舅がそれに気づき、そっと近寄って嫁のアンクレットを奪って立ち去る。目
を覚ました女は若者を帰し、夫のそばに横たわると息苦しいわと言う。気づいた夫は、
暑さのせいだから庭に行こうと誘う。奥さんは夫を若者といっしょにいたところに
連れて行き、横になる。しばらくのち、眠っている夫を起こして、お義父さんが来て、
あたしの足からアンクレットを盗って行ったと話す。夫は腹を立て、翌朝アンクレッ
トを手に息子に会いに来た父親に、夕べあそこでいっしょにいたのはおれだと言い返
す。舅は恥ずかしい思いをして立ち去り、夫は妻に謝る。
　この物語に先行する物語は「蜂蜜mel」でも触れた６～７世紀のジャイナ教徒ジナダー
サ『アーヴァシュヤカ・チュールニ』「象使い」（ĀvC I, 461.13-465.6）にある。「象使い」
は５つの説話を巧みに融合させた物語で、個々の説話の起源はさらに古いものであること
を推測させる。「アンクレットannuli」の類話は「象使い」の冒頭で語られる次のような
物語である。
　ヴァサンタプラ市の裕福な男に若い妻がいる。彼女が川で水浴びをしている姿を若
い男が目にし、近くの樹の下ですわっている娘たちに、彼女が誰なのかを尋ねる。布
施をした尼僧が「何かできることはないか」と言うので、人妻と話をしてくれと頼む（尼
僧が取り持ち女の役割もしていたのである）。尼僧が彼女に、ある若者があなたに会
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いたがっていると伝えると、彼女は尼僧の背に煤で５本の指跡をつけて裏口から放り
出す。それを見た若者は２週間後の５日に会えるという意味だと説く。当日、逢い引
きの場所を知るために、彼は再び尼僧を送る。人妻は恥ずかしそうに尼僧を叩き、塀
の隙間からアショーカ樹の林へ追い出す。報告を聞いた若者はその謎を解き、逢い引
きの場所へ行く。若者と嫁が寝ているのを義父が見つけ、嫁の足からアンクレットを
取り去って行く。気づいた彼女はすぐに若者を去らせて夫のもとへ行き、暑いから外
で寝ようと誘う。再び夫が寝込んだのを見計らって夫を起こし、お義父さんがわたし
のアンクレットを奪っていったと言う。夫は、朝になったら取り返してやるから寝ろ
と応える。翌朝、義父が息子に自分が見たことを語ると息子は怒り、言い争いになる。
　「アンクレットannuli」に係わるのはここまでである。若者が人妻を見染めた場所、人
妻が謎かけをした相手、その謎を解く人物等に違いが見られるが、この２つが同じ伝承に
連なるものであることに異論はないであろう。結末は言い争いとすることによって次の物
語へつながっていく。この「象使い」はそっくりそのまま、やはりジャイナ教徒であるヘー
マチャンドラ（12世紀）『パリシシュタパルヴァン』第２章「ドゥルギラーの物語」でも
語られている。嫁のアンクレットを抜き取る前に、息子が眠っているのを確認するという
モチーフが加えられているので、翌朝の息子の説明に納得せず、よりいっそう自然に次の
物語につながっていくようになっている。『鸚鵡七十話』（広本24、小本15）にも類話があ
ることはすでに指摘されているが、小本15が『アーヴァシュヤカ・チュールニ』「象使い」
の最初の２話から成ることは注目に値する。『鸚鵡七十話』小本が「象使い」からその最
初の２話を採ったとも考えられるからである。現存する小本は、やはりジャイナ教徒の手
になる古いジャイナ本から抜粋されたものであるという説もあるが、その成立年代につい
ては謎だらけで、ヘーマチャンドラに知られていたのでその下限は12世紀であるというこ
としか判明していないようである。
　無言で行なう動作による謎かけの最古の例はヘロドトス『歴史』5・92ζに見られる（目
立って長く伸びた麦穂を千切って捨てることにより、町の有力者を殺せと暗示する）。本
話と同じように女が逢い引きの日時と場所を伝える謎かけをする例は『屍鬼二十五話』１
「烙印をおされた少女」（祖本は７世紀以後。後述参照）や裴
はいけい
鉶『崑崙奴』（９世紀中頃）
にもある。後者で謎解きをする崑崙人が、アラブ商人によって売られた黒人奴隷であるら
しいという点が興味深い。
15）「獅子leo」７Ｖ－１
　ペルシア語版で７日目に第７の大臣が語る第１話である。ペルシア語版から紹介する。
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　有能で洞察力に富む王がいるが、毎日のように女遊びをしている。ある日、美しい
女を見てすっかり惚れ込んだ王は使いの者に住まいと夫の名を探らせる。夫がイラク
方面に商用の長旅に出ていると知った王は変装して商人の家を訪れる。王の堅い決心
に気づいた女は、食べ物を用意する間読んでいてほしいと言って一冊の本を渡す。他
人の門を叩くな、自分が望まぬことを他人にしてはいけないという文を目にした王は、
欲望の道は地獄に通じる、この世の束縛を断ち、あの世のことに専念しなければなら
ないということを理解し、もう他人の妻妾を欲しがることはすまいと心に決める。急
いで立ち去るときにスリッパを忘れていってしまう。翌日帰宅した夫はそのスリッパ
を見て妻を疑い、追い出す。しばらくしたある日、妻の兄弟が商人を王のもとに連れ
て行き、この者に畑を貸したのだが、今になってこの男はそれを放り出し、地代も払
わないと訴える。王の尋問に商人は、その畑に不満はないのだが、旅から帰ったとき、
そこにライオンの足跡を発見して恐くなったのだと言う。それを聞いた王は、これが
あの女の夫なのだと悟り、確かにライオンがそこを通り過ぎたが、いかなる損害も与
えてはいないから安心しろ、畑を耕さずに放っておいたりしてはいけないと言う。商
人は喜んで妻を迎えに行き、許しを乞い、仲直りをして家に連れ帰る。
　ギリシア語版では位置が変わり、第１の大臣の第１の物語となっている。惚れた女の素
性を知った王はその夫を呼び出し、仕事を託して厄介払いしてから女を訪れる。女が渡す
本は禁欲について書かれたものであるが、王はたじろがずに言い寄り続ける。それでも何
もできぬままに立ち去るが、そのとき指環がベッドの下に転がり落ちる。帰宅した夫はそ
れが王の指環であることに気づき、以後、妻に触れようとしない。妻が親兄弟を呼んで事
情を説明すると、父親と兄弟が王に訴えに行く。あとはペルシア語版とほぼ同じである。
　この物語の、すぐにそれと分かる先行話はまだ見つかっていないが、おそらく原話はこ
れであろうという話は指摘できる。『根本説一切有部毘奈耶雑事』22（大正蔵24, 307a-b）
冒頭にある次のような話である。
　新婚の金持ちの商人が新妻を残して商用の旅に出る。残された妻は贅沢な暮らしを
し、楼閣に昇っては往来する男を眺めるようになる。ある日、象に乗って通りかかっ
た猛光王を見かけた彼女は欲心を起こし、花飾りを投げる。見上げた王は彼女の心の
内を察し、外に出て来るがいいと声をかけると、彼女は、この家から外に出ることは
できないので、どうぞお入りくださいと応じる。王は中に入り、ひと時を過ごす。王
さまの胤を宿したようだという言葉に、王は真珠の瓔珞を渡して、女の子が生まれた
らそなたが育てよ、男の子が生まれたらこの瓔珞をつけてわしのところへ送って寄こ
せと言う。数ヵ月後、夫から間もなく帰国するという手紙が届く。困った妻が王にそ
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の旨を伝えると、王は彼女の夫に、しかじかの品が必要なのでそれを買って来てくれ
と命じ、さらに帰国を遅らせる。月満ちて彼女は男の子を産み、王宮の門のところに
届けさせる。
　この男の子は牛護と名付けられ、やがて王位を継ぐことになる。「獅子leo」の前半部と
しか類似点が見いだせないし、妻の反応がまるで逆だと言われればそれまでではあるが、
この話がヒントになって「獅子leo」が生まれたと推察することはできるのではないか。
　この話、どこかで読んだことがあると思われる方もいることであろう。そう、『旧約聖書』
「サムエル記下」11の話である（谷口勇『中世ペルシャ説話集』107～108ページ参照）。
　夕暮れ、王宮の屋上にいたダヴィデ王が、女が水浴びをしているのを目に留める。
王はそれがウリアの妻バト・シェバであることを突きとめ、女を呼んで床を共にする。
帰宅した女は子を宿したことを知り、王に知らせる。王はすぐさま、出陣していた夫
ウリアを呼び寄せ、帰宅させるが、ウリアは家に入らない。当てが外れた王が理由を
問うとウリアは、皆が野営をしているときにどうして私だけ家に帰って妻と床を共に
することができましょうかと答える。王はウリアに、この者を激しい戦いの最前線に
送れという手紙を持たせて、戦場に送り返す。ウリアは戦死する。喪が明けると王は
バト・シェバ王宮に引き取り、妻にする。やがて彼女は男の子を産む。
　男の子は神の怒りを買い、７日目に亡くなるが、その後バト・シェバとの間に生まれた
子が、ソロモン王として後を継ぐ。
　初めに情欲を懐くのが女の方か、王の方か、夫に自分の子だと思わせる細工をしようと
するのかどうか、といった相違点は見られるが、猛光王の話とダヴィデ王の話がよく似て
いることに異論はないであろう。年代的にはおそらくダヴィデ王の話のほうが先に成立し
ているであろうから、この伝承が、少なくともアレクサンドロス大王の東征以降にイン
ドまで到達し、猛光王の話になったと推測してもいいであろう。そうであるならば、当然、
その中継地であるペルシアにも同じ伝承が伝わったとみなしていい。『薔薇の香油』Ⅰ・
ⅩⅩ「ダヴィデ」（136-137ページ。イブン・ケッシルの著書から？）に記述が確認できる
ところから、この話を受け入れる土壌が中近東からインドにかけてあったと見ていいこと
になる。
　ダヴィデ王とバト・シェバにまつわる話はヨセフス『ユダヤ古代史』Ⅶ130にも簡単に
記されており、『雑事』22の猛光王と同じ話は、シーフナー『チベットの物語』６「ジーヴァ
カ」の中でも語られている。
　もう少し「獅子leo」に近づいている類話がある。５世紀頃のブッダゴーサ『ダンマパダ・
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アッタカター』５・１である。
　パセーナディ王が象に乗って都を巡っているとき、窓際に立つ女性を見て心を奪わ
れる。彼女が貧しい男の妻であることを知ると、王は男を、もし失策を犯したら命を
奪う心づもりで王宮に雇うがうまくいかない。そこで王は男に遠方から蓮の花と赤土
を採ってくるという仕事を与える。男は妻が用意してくれた弁当を途中で食べ、旅人
にも分け与え、残りを水に投げ込み、この功徳によって目的を遂げさせてほしいと龍
王に願掛けをする。すると龍王が老人の姿で現われ、目的を遂げさせてくれる。男は
急いで戻るが、王の命により時間前に城門が閉められていて、入れない。男は赤土を
地面にまき、花を入口に掛けて、王の命令を果たした証人となってくれるよう周囲の
人々に頼む。その夜、愛欲の虜になっている王の耳に、地獄に生まれ変わった４人の
男の呻き声が聞こえてくる。恐怖にとらわれた王が、翌朝、祭司に相談すると、恐怖
心につけこんだ祭司は生贄を神に捧げさせる。夫の愚かな行為を知った妃マッリカー
が王を諭し、仏陀のもとに連れていくと、仏陀が地獄に落ちた４人について謎解きを
してくれる。
　途中までは『雑事』22や「サムエル記下」11の話と同じであるが、決定的に違うのは、
王の耳に地獄に落ちた４人の声が聞こえてきて王が怯え、妃が介在して仏陀がその恐怖を
取り除いてくれるという点である。王は恐怖により愛欲を離れるのである。王は人妻とは
会っていないが、地獄に落ちた４人の呻き声（これは『旧雑譬喩経』54のモチーフでもあ
る）を書物に置き換えれば、「獅子leo」の前半と同じようになると見ていいであろう。
　これと同じ伝承を伝えていると思われるものに６世紀の『経律異相』37・２「優婆塞持
戒鬼代取花」（大正蔵53、199c-200a）がある。「譬喩経第５巻」からの採録であるという。
　舎衞国の優婆塞（在俗の信者）に美しい妻がいる。噂を聞いた王がどうすれば会え
るかと家臣に相談する。道士に布施しているというので、王は道士に化けて会いに行
き、一目惚れをする。何とかして手に入れようと王は優婆塞に、７日以内に遠方から
蓮の花を採って来いと命じ、できなければ罰すると言う。話を聞いた妻は、あなた
にもしものことがあればわたしは出家すると告げ、食料を持たせて送り出す。道半ば
で彼は鬼に遭う。彼が仏陀の弟子であると聞いた鬼は、代わりに蓮の花を採って来て、
王宮の門まで送り届ける。思いのほか早く戻って来たことに驚いた王は、事情を知り、
彼の弟子になる。
　もうひとつ、類似のモチーフを持つ話がある。２世紀頃のヒュギーヌス『ギリシャ神話
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集（Fabulae）』29「アルクメーネー」がそれである。
　アンピトリュオーンがオイカリアに出征中、妻アルクメーネーはゼウスを自分の夫
であると誤解して寝室に迎え入れる。ゼウスがオイカリアでのことを話すと、彼女は
彼を夫であると信じてベッドをともにする。ゼウスは彼女と楽しく過ごしたので、一
日を不当に使用して二晩を重ねる。アルクメーネーは夜の長さに驚く。
　そのあと勝利を収めた夫の帰国が知らされるが、すでに夫には会ったと思っていた
ので、彼女はそれをまったく気にしない。アンピトリュオーンは、彼女が無関心な様
子でいるのを見て驚き、帰還したのになぜ迎えに出なかったのか、と尋ねる。アルク
メーネーは、すでにあなたは帰って来て、あたしと寝室をともにした、オイカリアで
の武勲も語ってくれたではないかと答える。彼女の話を聞いたアンピトリュオーンは、
神が介在したことを感じ取り、その日以来、彼女と寝ることをやめる。彼女はへーラ
クレースを産む。
　相手が夫ではないと知っていたか、夫だと思い込んでいたかの違いはあるが、「サムエ
ル記下」11とよく似た話である。異なるのは帰宅した夫が神の介在を感じ取り、妻に近づ
かなくなる点である。これはまさに「獅子leo」のモチーフと同じである。へーラクレー
スにまつわるこの話そのものは古代から有名なもので、プラウトゥス『アンピトルオ』に
は残念ながら妻に近づかなくなるというモチーフは見られないが、数多くある他の伝承の
中には、あるいはあったのかもしれず、それも東に伝わっていったかもしれない。
　ここで、アラブの伝承を、ディーナウァリー（895年没）の歴史書『キターブ・アル・
アハバール・アッティウァール（長き物語の書）』から紹介しよう（Nöldeke, ZDMG,33, 
pp. 523-524による）。
　ペルシア王ホスロー・パルヴィーズ（在位590-628年）にお気に入りの高官ナハー
ルジャーンがいる。彼には王と愛人関係になった美しい妻がいる。そのため彼は妻に
近づかず、触れようとしなかった。そのことを聞き知った王は、ナハールジャーンが
他の高官や貴顕たちとともにやって来たときに、こう言う、「そなたは甘い水をたた
える泉を持っているのに、その水を飲まぬそうじゃな」。すると彼がこう答える、「王
様、ライオンがその泉を定期的に訪れていると小耳に挟んだものですから、ライオン
恐さに近づかないようにしております」。王はその答えがいたく気に入り、その聡明
さに感嘆して、彼の妻に装身具を与え、彼には見事な王冠を授ける。それがナハール
ジャーンの財宝と言われたが、のちに（641年）、ペルシア帝国を滅ぼしたアラブ人の
手に落ちた。
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　この話にはいくらかの真実もあるかもしれないが、有名な財宝の由来を説明するために
作られたものであり、説話（つまり本話「獅子leo」）に由来しているのであって、その逆
ではない、とネルデケは言う。ほぼ同じ話を王とナールジャーンとその妻の話として、偽
ジャーヒズ『アル・マハーシン・ワ・ル・アッダード（美徳とその対立物）』（10世紀か。
299ページ）も記している。ネルデケの指摘は、おそらくその通りなのであろうが、その
説話が「シンドバード物語」所収の本話「獅子leo」であるとする必要は必ずしもないと
思われる。「シンドバード物語」成立以前に、おそらく流布していたのであろう。
　このアラブの伝承と係わりのありそうな話がインドの昔話にある。長弘毅『語りつぐ
人びと＊インドの民話』67ページ以下「トラが出た」（Ājkal: Lok-kathā Viśes
・
ān
・
k,  No. 4, 
New Delhi: Prakāśan Vibhāg, 1965が出典）から紹介しよう。
　ある村に貧しい商人と妻が住んでいる。ある日、王がその村にやって来て商人の妻
を目にし、心を奪われる。昼なら夫は留守だと知った王は、商人の家を訪れる。食事
の支度をしているからと断って、妻は台所に引きこもる。そこへ夫が帰って来て、立
派な履物から王が来ていることを知り、裏手に回って大声をかける。その声に驚いて
王は逃げ去る。夫は妻を連れて妻の実家へ行き、妻を置いて一人帰宅する。一年経っ
ても迎えに来ないのを怪しんだ母親が娘に問い、事情を知る。父親が手紙を出すと、
夫は、貰い受けた畑に近頃トラが出るようになったので、やむなく畑を手放すことに
したのだと返事をする。父親が娘を連れて王に訴え出ると、王は商人を呼んで訳を訊
ね、トラは一度だけお前の畑に水を飲みに行ったが、飲まずに逃げたと釈明する。
　いつごろから語りつがれている話なのかは分からないが、北インドのウッタラ・プラデー
シュ州の、「外界とあまり接触のない内陸のおく深いところで語られている」（74ページ）
話とのことである。注目すべきはトラが水を飲みに来たという表現である。しかも畑に！
水を飲みに来たというモチーフは、他ではディーナウァリーや偽ジャーヒズの伝える話に
しか見られない。「畑に水を飲みに来た」という奇妙な表現は、誤訳や勘違いの可能性も
否定しきれないが、アラブの伝承との係わりも推測させる。
　親族が王に訴え、自分が係わったことであると知った王が夫を安心させるという「獅子
leo」の後半部をも含む先行話は、まだ見つかっていないが、おそらくペルシアの地にこ
こで触れたようなさまざまな物語が伝わり、誰かがそれらを使って「獅子leo」を作り上
げたと考えていいのだと思う。
　『アラビアン・ナイト』404夜「ある国王と操正しい女との話」（視察のために姿をやつ
して出かけた王がある家で水を求め、出てきた女に一目惚れして誘惑する。王は渡された
本を読んで恐ろしくなり、本を返し立ち去る。帰ってきた夫に妻が起こったことを話すと、
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夫は妻に近づかなくなる。近親者たちが王のもとへ行く。妻は畑にたとえられている）や
『ユダの泉』No. 167「貞節な妻と改心した王」（妻は王に本を渡して隣家に避難。本を読
んで恐ろしくなった王は王杖と財布を忘れて立ち去る。事実を知った夫の急変に悩んで妻
はやつれていく。兄弟たちが王のもとへ行く。妻は庭園にたとえられている）は本話「獅
子leo」から派生した話であり、孫晋泰『朝鮮民譚集』「神話・伝説類」29「愛の山と節婦岩」（洪
原に商人と美しい妻がいる。金持ちが資本を出して夫を危険な遠国に送り出す。何年も帰
らぬ夫を待ちわびる留守宅を金持ちが訪れて妻に言い寄るが、拒絶されて怒り出す。旦那
はもう死んでいると言われた妻は、今晩まで待ってほしいと言い、夜通し海沿いの岩の上
で遠くの山を見つめて夫の帰りを待つが夫は帰ってこない。夜が明けると妻は海に身を投
げる。後世の人々はその岩を節婦岩、山を愛の山と呼ぶようになった）は伝説に衣替えを
したものである。ATU 891B*. cf. ATU 983.
　終わりにヴァーツヤーヤナ『カーマ・スートラ』５・５（47）「権勢のある人の性生活」に、「王
者（中略）は他人の家を訪問することはない」、「王者は決して他人の家に這入るべきでは
ない」という記述があることを紹介しておこう。その行動は大衆の規準となるからであり、
殺された事例もあるからだという。
16）「三歳の男の子puer 3 annorum」Ｐ－３
　これは沈黙が解けた８日目に王子が語る第３話である。皆が「毒入りミルクlac 
venenatum」と「軽率な母親mater negligens」（いずれも前稿参照）の２話を語った王子
を褒めたたえると、王子は、私より経験豊かで洞察力に富んだ聡明な人を３人知っている
と言って、「三歳の男の子」「五歳の男の子」「盲目の老人」を連続して物語る。まずは「三
歳の男の子」であるが、ギリシア語版では「軽率な母親」が省かれているので、「三歳の
男の子」は王子の語る第２話となっている。ペルシア語広本から要約する。
　愛人からの呼び出しに応じて兵士が女の家に行く。しばらく話をしてから男がベッ
ドに誘うと女は、二歳になる男の子に食べ物を作って食べさせてしまうから待ってと
言う。男にせかされながら女は子供に食べさせるが、子供は足りないからもっとちょ
うだいとぐずる。再び食べさせると、またもっとちょうだいと言う。米がなくなった
ので砂糖と脂をやるが、なおも要求し続ける子供に腹を立てた兵士が、もう大人三人
分も食ったのだからいい加減にしろと言う。すると子供が、「馬鹿なのはおじさんの
ほうだ、人として非難されるようなことをして、あの世では罰を受けるに決まってい
る。ぼくはお米や砂糖や脂をもらった。体の中の熱が塩分を含んだ体液を溶かしてく
れたから頭がすっきりしたし、流した涙で眼も明るくなった。お砂糖は食べ物を柔ら
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かくしてくれるから消化も楽になるし、頭もすっきりする。おじさんの考えているこ
とはいったい何の役に立つのか、神さまの罰に値するだけだ。二人のうちどっちが馬
鹿で性格が悪いのか、言ってみてよ」とまくし立てる。子供の言うことが正しいと認
めた兵士は、子供に許しを求め、もうこのようなことはしないと誓って、帰る。
　二歳の男の子とは思えない雄弁である。ギリシア語版では、二人は愛人関係にあるわけ
ではない。美しい女がいると聞くとすぐ言い寄らずにはいられない男が、ある日、噂に聞
いた美女を訪れる。女には三歳になる男の子がいる。女が、ねだる子供に何か食べ物を作っ
てやるまで待っていてくれと言うと、男は子供なんか放っておけと言う。女は、この子が
どれほど頭がいいか知っていたらそんなことは言わないでしょうに、と言う。その後はほ
ぼ同じ展開だが、男が子供に、もう五人分も食ったじゃないかと言うと、子供は、「神さ
まに嫌われるようなことをしたがっているおじさんには分別がない、ぼくの涙は眼をきれ
いにしてくれるし、鼻の中だってきれいになる」と言う。男はその子が自分より優れてい
ることを認めて謝り、何もせずに立ち去る。
　「三歳の男の子puer 3 annorum」というタイトルはギリシア語版をもとに付けられたも
のであるが、広本（ペルシア語版）のほうが古い伝承を伝えていると思われるので、「二
歳の男の子puer 2 annorum」と改めるべきかもしれない。
　この物語の類話はまだ確認できておらず、涙の効能に係わるモチーフを見つけたにとど
まる。「シンドバード物語」祖本とほぼ同時代に属するものである。９世紀のジャイナ教
徒グナバドラの『ウッタラ・プラーナ』第75章に「ジーヴァンダラの物語」がある。商人
ガンドートカタが王妃からジーヴァンダラを託されて育てる。成長するにつれて彼は異常
な知恵をあらわし、たとえば、食事が熱すぎると、まるで小児のように泣きじゃくり、居
合わせた者に「利口な子は泣くものじゃない」と言われると、泣くことにも利益があると
応えて、「泣けば身体の中にたまっている粘液の巡りが良くなり、眼は澄んでくるし、そ
れに食べ物もすっかり冷めるじゃないの」と答えたという。ヴィンテルニッツ『ジャイナ
教文献』（邦訳102～108ページ）に紹介されているもので、彼によるとこの「ジーヴァン
ダラの物語」の淵源はかなり古いものと考えられるという。ならば、モチーフとしては
『シンドバード物語』よりも早くインドにあったと考えてもいいことになる。「三歳男の子
puer 3 annorum」がいつ、どこで成立したのかは分からないが、７～８世紀頃のインド
あるいはペルシアあたりであろうか。「ジーヴァンダラの物語」にはE. Hultzschによる英
訳があるのだが、未見である。「ジーヴァンダラの物語」と同じ涙の効能に係わるモチー
フが11世紀のソーマデーヴァ『カター・サリット・サーガラ』の最終章である124章で語
られる「ムーラデーヴァの物語」冒頭にあることはすでに指摘しておいた（『シンドバー
ドの書の起源』pp. 496f.）。ヴァーツヤーヤナ『カーマ・スートラ』５・１（40）「男女の
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性格の様態」に、女が男の言い寄りを退ける理由の二つ目に「子供に対する顧慮」を挙げ
ているのも参考になるかもしれない。
17）「五歳の男の子puer 5 annorum」Ｐ－４
　これは王子が語る４つ目の物語であり、次のようなものである。ペルシア語版から要約
してみよう。
　三人の男が手を組んで商売をし、利益が千ディーナールになったとき、分けようと
言い出す者がいたが、抜け目のない男が、儲けが千五百ディーナールになれば等分に
分けられるからそれまで待とうと言う。三人は信頼できる老婆に財布を預け、三人が
揃ったときでなければ取りに来ないと言う。ある日、風呂に行こうとしたとき、ひと
りが、あの老婆の家の近くに風呂があるからそこへ行こう、老婆に石鹸用粘土と櫛を
借りてくると言う。男は老婆に、財布を渡してくれ、あとの二人は家のうしろにいる
から、行って確かめてくれと言う。老婆は裏手にいる二人に、要求されているものを
渡さなければならないかと尋ね、渡してやってくれという返事をもらう。男は財布を
持って立ち去る。事情を知った二人は老婆を裁判官のもとへ連れて行く。弁償しろと
言い渡された老婆は、嘆きながら帰る途中、子供たちとすれ違う。その中の五歳くら
いの男の子が老婆にしつこく訳を尋ね、タマリンドの実を買ってもらうことと引き換
えに、財布は家にある、返すから三人そろって受け取りに来てくれと言えばいいと教
える。それが道理と思った裁判官は二人の男にそうするよう命じるが、老婆には誰か
ら教えてもらったのだと問う。初めのうちは自分で考えたと言い張る老婆も、やがて
五歳の男の子から教わったと白状する。驚いた裁判官はその子を呼び寄せ、その賢さ
を確かめると、その後の事件を担当させるようにする。
　ギリシア語版では王子の語る第３話で、老婆に預けるのは３つの財布、老婆のところに
取りに行くのは櫛のみ、他の２人は金を取って来いと言われたと言う男の背後に、つまり、
離れてはいるが老婆には３人が同時に目に入るところにいる。訴えられた老婆が会うのは
５歳の男の子ひとりだけ、子供は胡桃を買うから銀貨を１枚ちょうだいと言って方法を教
え、雄弁術の教師（いかにもギリシア語版らしい）や賢人たちの指導者として推挙される。
以上のような相違点があるが、大筋はもちろん同じである。
　この物語の原型が１世紀前半のウァレリウス・マクシムスにあることはすでにＷ・Ａ・
クラウストンが指摘し、Ｂ・Ｅ・ペリーが『シンドバードの書の起源』Ⅵ（148p.）でそ
の正確な出所を記している。『著名言行録』7.3.ext.5がそれである。次のような物語である。
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　デーモステネースの賢明さも、見事にある老婆を助けたことがあった。その老婆は
二人の客人から、同時に二人に返却するという条件でお金を預かったのである。その
うちの一人が、しばらくすると、仲間の死を悲しみ嘆く振りをして老婆をだまし、全
額を持ち去ってしまった。そのあとでもう一人がやって来て、預けたお金を要求し始
めた。哀れな老婆は、お金はないし、どう弁解したらいいのかも分からずにすっかり
途方に暮れてしまい、もう縄で首を吊るしかないと思った。しかし、折りよくデーモ
ステネースが老婆の救い主として現われ、老婆を弁護してこう言った、「この女には、
預かった金を誠実に返却する用意がある。しかし、仲間が納得するのでなければ、そ
れを履行することはできない。なぜなら、あなたが声高に言っているように、金はも
う一人がいないときに別の一人に支払ってはならない、というのがその条件だからだ」。
　金を預けた男が２人であること、仲間の死を悼んでだます、子供ではなく大人であ
るデーモステネースが直接弁護するという違いはあるが、これが「五歳の男の子puer 5 
annorum」の原型であることは間違いない。あまり類話は見出せないが、クレメンテ・サ
ンチェス・デ・ベルシアル『ＡＢＣ順物語集』78（７）、ヨハンネス・ゴビウス『スカーラ・ケー
リ』46、パウリ『冗談とまじめ』113、シュヴァルツバウム『ユダヤと世界のフォークロワ』
№165（pp. 161f.）、渋沢青花『インドとんち百話』所収の「やりこめられた泥棒たち」（南
インドの『マリアダ・ラーマン物語』から。老婆の家の一室を借りている四人の泥棒、盗
んだ品物が入っている真鍮の壺を老婆に預ける、ベランダに腰かけているときバターミル
クを売る商人が通りかかり、それが飲みたくなったので、一番若い男が容器を借りに老婆
のところへ行く、老婆は遠くから壺を渡してもいいかと問うが、他の３人はバターミルク
を入れる壺のことだと思い込んで承知する、老婆の嘆き声を友だちと遊んでいたラーマン
が聞いて裁判官を馬鹿にする、偶然通りかかった役人がそれを耳にし、ラーマンを王のも
とに連れて行く、王がラーマンに公平に裁いてみよと命じる、ラーマンは褒美を貰い、裁
判官に任命される）などがある。渋沢の前書きによると、この本は昭和６年、ラス・ビハ
リ・ボースとの共著『印度頓智百譚』を再刊したもので、使用した原書はインドの民話研
究者が蒐集し、インドで刊行されたものだが、著者名、題名、出版社名をメモしておかな
かったので、今となっては如何ともしがたいと言う。残念なことである。ATU 1591.　
18）「四人の救出者4 liberatores」Ｐ－６
　ペルシア語版で王子の語る第６話で、広本にしかない。息子にこの素晴らしい才能を与
えてくれたことを誰に感謝すればいいのかとの王の問いに、それぞれが産みの母に、王に、
王子自身に、シンドバードにと答える。それを受けて王が王子に、誰の言い分が真実に近
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いかと問うと、王子が、今の状況にぴったりの話があると言って物語る。ペルシア語版か
ら要約しよう。
　カシュミールの王女が侍女たちと庭園を散歩していたとき、イフリートにさらわれ
てしまう。王は、王女を生きたまま連れ戻した者には王女を妻として与え、王国の半
分を与えると布告する。その地方に優れた才能を持つ四人の兄弟がいる。一人はすべ
ての道を知るガイド、一人はライオンの口から歯を抜き取る勇敢な男、一人は闘いの
プロ、一人は腕のいい医者である。王の願いを叶えられるのは自分たちだけだと思っ
た四人は仕事に取りかかる。ガイドがイフリートの住む山上の洞窟を突きとめ、勇敢
な男が内部に入って王女を平原に連れ出す。イフリートは留守であったが、王女が連
れ出されたのを知ると配下の悪魔たちに命じて追跡をする。戦士が闘ってイフリート
たちを退け、王女を宮殿に連れ帰る。医者の手当ての甲斐があって王女は健康を取り
戻す。四人は王に会い、約束の実行を求める。王はそれぞれに重要な地位を与えたう
えで、そなたたちの誰もが権利を持ち、功績を上げたが、そなたたちの誰一人が欠け
ていても事は成し遂げられず、努力は無駄になってしまったことであろうと言う。
　この説話は昔話として世界中に見出すことができる。昔話としても相当に古いものと思
われるが、昔話の年代を決めるのは不可能に近い。その原型はおそらく『ジャータカ』200「有
徳者前生物語」に求めることができよう。次のような話である。
　あるバラモンに四人の娘があり、四人の男が求婚してくる。バラモンは先生のところ
へ行き、美貌、年長、よい家柄、よい徳性のうちどれを選んだらよいかと尋ねる。先生
は、容姿がすぐれているのも良い、年長には敬意を払うべきだ、生まれがよいのも良い
ことだ、しかし私たちには徳が好ましい、と答える。バラモンは徳をそなえた者に娘た
ちを嫁がせる。
　このジャータカの背後に「四人の救出者4 liberatores」があったのか、あるいはこの
ジャータカから「四人の救出者4 liberatores」が生まれたのかは分からないが、この話が「四
人の救出者4 liberatores」と関係がありそうだということは補注者・訳注者ともに気づい
ていたようで、『屍鬼二十五話』２（三人の求婚者。娘が死ぬ。一人は灰を守り、一人は
骨をガンジス河に持って行き、一人は修行者となって灰から死者を生き返らせる呪文を持
ち帰る。誰が夫になるべきか）を関連資料として挙げている。しかし、このジャータカが
すぐに「四人の救出者4 liberatores」に発展したというのは早計で、そこに娘が異形の者
にさらわれるモチーフが必要となる。そのモチーフは恐らく、ラーヴァナによるシーター
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の誘拐とラーマたちによる救出をテーマとする『ラーマーヤナ』から採られたのであろう
と推測される。『ラーマーヤナ』そのものからではなく、『六度集経』46に見られるような、
当時すでに確実に存在していたと考えられる梗概から採られたのだと思われる。この二つ
が出会ったときに「四人の救出者4 liberatores」が生まれたのであろう。ここでは、とも
かくも年代の確認ができ、『シンドバード物語』所収話である本話よりも古い類話を挙げ
ておこう。６～７世紀のジャイナ教徒ジナダーサの『アーヴァシュヤカ・チュールニ』「自
責」（ĀvC II, 57.7-60.12）の中で、画家の娘が求めに応じて物語る６つの謎かけのうち５
つ目の謎かけがそれである。
　ある王に卓越した４人の家臣（占星術師、戦車作成者、剣闘士、医者）がいる。王
には娘がいるが、ある日、ヴィディヤーダラに連れ去られてしまう。王は、王女を連
れ戻した者には誰であれ王女を与えると布れを出す。占星術師が彼女の居場所を探し
出し、戦車作成者が空飛ぶ戦車を作って、４人でヴィディヤーダラを追跡する。剣闘
士がヴィディヤーダラを殺すが、王女の首も斬り落としてしまう。医者が、命を蘇生
させる薬草を用いて彼女を生還させ、王のもとへ連れ戻す。王は娘を４人に与えるが、
娘が、４人の妻にはなれない、わたしを火に入らせてほしい、わたしといっしょに火
に入る者の妻になると言う。さあ、彼女は誰の妻となったのか？　
　〔翌日、画家の娘が謎解きをする。〕占星術師は徴候を手掛かりに、王女が死なない
ということを知っていたので、王女に従って火の中に入るが、他の３人は拒絶する。
王女が、燃え盛る火の下に地下道をあらかじめ作っていたので、ふたりはそこを通っ
て助かり、結婚する。
　解決の仕方がやや変則ではあるが、これが類話であることに異論はないであろう。この
話の背景に古い伝承があることは信じていいと思われる。そのことはまたこの説話が『屍
鬼二十五話』の第２話と第５話（三人の求婚者が娘の父・母・兄にそれぞれ別に求婚する。
娘が羅刹にさらわれ、三人はそれぞれの技能を活かして娘を救出する。夫になるべきは誰
か）にあることからも補強される。辻直四郎『サンスクリット文学史』§118によると、『屍
鬼二十五話』は独立した作品として書かれたものであるが、カシュミール本ブリハット・
カターに採り入れられたのはおよそ７世紀と想定されるという。さらに干潟龍祥『ジャー
タカ概観』124ページによれば、『屍鬼二十五話』の祖本そのものの成立も７世紀以後のこ
とであろうという。そうであるなら、『屍鬼二十五話』は成立後、さほど時を経ずしてブ
リハット・カターに採り入れられたことになる。そこに採り入れられた「四人の救出者4 
liberatores」そのものはもっと古い時代から語りつがれてきたものであり、遅くとも５世
紀頃には語られていたものと考えられる。邦訳のある『屍鬼二十五話』は、散逸したブリハッ
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ト・カターの流れをくむソーマデーヴァ『カター・サリット・サーガラ』（11世紀）所収
のものだが、『アーヴァシュヤカ・チュールニ』および（推測が入るが）『屍鬼二十五話』
に類話が確認できることによって、『シンドバード物語』以前にこの説話が広く伝承され
ていたことが立証できるわけである。その他の類話についてはペリー『シンドバードの書
の起源』pp. 500-501、クラウストン（The Book of Sindibad, pp. 271-278; Popular Tales …, 
pp. 124-130）を参照。ATU 653, 653B.
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